
(57)【要約】

【課題】　有機廃棄物分解処理につき、発生者最終処理

でメンテナンスフリ－、イニシアルコスト低廉でランニ

ングコスト微細、無臭、分解消滅で、陸上施設含む船舶

も、国際的地球環境保全に寄与する事を目的とした。

【解決手段】　縦、横の円筒状或は縦多角形筒状で、ポ

ンプ加圧水流で、低トルクで、処理槽形状に関係なく水

流攪拌で、省エネルギ－と賞スペ－ス、水中で有機廃棄

物の完全分解消滅、密閉処理機で無臭、メンテナンスフ

リ－を確率、食品発酵剤使用で安全位、超簡潔構造で製

造コストの削減を図った。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 本 体 （ １ ） の 処 理 槽 （ ２ ） 内 部 に は 槽 内 処 理 水 （ ３ ） が
装 填 さ れ て お り 、 処 理 槽 （ ２ ） 内 部 に 、 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） を 設 置 か 、 又 は 処 理 槽 （ ２
） 外 部 に 、 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） が 付 設 さ れ 、 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） 、 又 は 槽 外 加 圧
給 水 ポ ン プ （ ５ ） の ポ ン プ 吐 出 し 管 （ ６ ） は 、 処 理 槽 （ ２ ） 内 部 に 充 填 さ れ た 槽 内 処 理 水
（ ３ ） 中 に 投 入 さ れ た 有 機 廃 棄 物 （ ７ ） の 攪 拌 の 為 、 処 理 槽 本 体 （ １ ） の 形 状 に 応 じ て 処
理 槽 （ ２ ） 内 の 槽 内 吐 出 し 管 （ ８ ） の 先 端 の 向 き を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 円 筒 形 又 は
多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 本 体 （ １ ） の 如 何 な る 形 状 に お い て も 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） と 有 機 廃 棄
物 （ ７ ） と を 、 瞬 時 に 、 完 全 な 攪 拌 を 行 う 事 を 主 た る 目 的 と し た 。
　 次 に 、 有 機 廃 棄 物 を 急 速 に 分 解 消 滅 さ せ る 為 に は 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 水 中 溶 存 酸 素 の
保 持 が 必 要 で あ る が 、 既 充 填 の 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 有 機 廃 棄 物 （ ７ ） の 分 解 に 費 や さ れ た
水 中 溶 存 酸 素 欠 乏 を 補 う 為 に 新 鮮 有 酸 素 清 水 （ ９ ） の 供 給 を す る こ と が 必 要 で あ る が 、 槽
内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） 設 置 の 場 合 は 、 一 定 時 間 毎 に 一 定 量 の 新 鮮 有 酸 素 清 水 （ ９ ） を 、 清 水
貯 留 タ ン ク （ １ ０ ） か ら 処 理 槽 （ ２ ） 内 に 落 下 充 填 注 入 、 又 は 外 部 か ら 充 填 注 入 さ れ る 。
　 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） に よ る 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 攪 拌 の 場 合 は 、 新 鮮 有 酸 素 清 水 （
９ ） を 清 水 貯 留 タ ン ク （ １ ０ ） か ら 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） の ポ ン プ 吸 入 口 （ １ １ ） に
導 入 す る こ と に よ っ て 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 攪 拌 と 新 鮮 有 酸 素 清 水 （ ９ ） の 供 給 を 同 時 に 有
効 的 に 行 う 物 で あ り 、 そ の 機 能 に 付 加 し て 処 理 槽 （ ２ ） の 槽 壁 （ １ ２ ） を 開 口 し て 装 着 さ
れ た 処 理 排 水 濾 過 網 （ １ ３ ） の 外 部 面 洗 浄 の 為 の 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 （ １ ４ ） に 結 続 し 、 こ
の 場 合 に は ポ ン プ 吐 出 し 管 （ ６ ） か ら 分 岐 さ れ る 槽 内 吐 出 し 管 （ ８ ） と 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管
（ １ ４ ） に は そ れ ぞ れ 、 槽 内 吐 出 し 管 電 磁 弁 （ １ ５ ） と 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 電 磁 弁 （ １ ６ ）
が 装 着 さ れ て 、 両 電 磁 弁 が 交 互 に 開 閉 、 又 は 同 時 に 開 閉 し 、 槽 外 加 圧 ポ ン プ （ ５ ） １ 基 で
、 槽 内 攪 拌 、 新 鮮 有 酸 素 清 水 注 入 、 分 解 水 排 水 濾 過 網 洗 浄 の ３ 全 機 能 を ま か な う 事 が 出 来
た 。
　 又 、 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） 又 は 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） の 両 者 の 加 圧 給 水 管 （ ６ ） の
先 端 向 き 方 向 は 、 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） 或 は 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） の 場 合 も 、 処 理 槽
（ ２ ） の 各 種 形 状 、 処 理 水 の 深 度 、 有 機 廃 棄 物 の 質 と 量 、 等 々 に よ っ て 、 給 水 口 の 数 、 位
置 の 設 定 は 、 そ れ に 応 じ た ポ ン プ 吐 出 し 圧 力 の 剪 定 で 自 由 に 変 え ら れ る 。
　 処 理 槽 上 部 又 は 処 理 槽 付 近 に 設 置 さ れ る 貯 水 貯 留 タ ン ク （ １ ０ ） に は 、 法 律 に ー じ た 水
道 法 で 規 定 さ れ た ボ － ル タ ッ プ 弁 （ １ ７ ） が 装 着 さ れ て 水 道 水 、 又 は そ の 他 の 酸 素 豊 富 な
新 鮮 有 酸 素 清 水 （ １ ０ ） が 貯 留 さ れ る こ と は 言 う 間 で も 無 い 。
　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 本 体 （ １ ） の 上 部 に は 有 機 廃 棄 物 投 入 口 （ １ ８ ） が 設 け
ら れ 、 又 必 要 に よ っ て は 下 部 に は 点 検 口 （ １ ９ ） が 設 け ら れ る 。
　 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 水 位 付 近 の 槽 壁 （ １ ２ ） を 開 口 し て 装 着 さ れ た 処 理 排 水 濾 過 網 （ １
３ ） を 経 由 し 放 水 さ れ る 分 解 水 は 、 卵 殻 等 の 処 理 排 水 中 の 微 細 未 分 解 物 （ ２ ０ ） の 放 流 を
防 除 す る た め に 設 け た 排 水 槽 （ ２ １ ） が 処 理 槽 本 体 （ １ ） に 装 着 さ れ る 。
　 排 水 槽 （ ２ １ ） の 底 部 に は 微 細 未 分 解 物 （ ２ ０ ） が 沈 殿 貯 留 さ れ 、 そ の 微 細 未 分 解 物 （
２ ０ ） の 撤 去 清 掃 の 為 に 排 水 槽 （ ２ １ ） 下 部 に は 脱 着 可 能 な 排 水 槽 メ ク ラ 蓋 （ ２ ２ ） が 装
着 さ れ る 。
　 排 水 槽 （ ２ １ ） の 側 壁 貫 通 し て 分 解 水 排 水 管 （ ２ ３ ） が 装 着 さ れ て 、 処 理 排 水 濾 過 網 （
１ １ ） に よ っ て 濾 過 さ れ 、 微 細 未 分 解 物 （ ２ ０ ） の 沈 殿 貯 留 に よ っ て 分 離 さ れ た た 分 解 水
が 放 水 さ れ る 。
　 又 排 水 槽 （ ２ １ ） 内 部 に は 、 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） 装 着 の 場 合 に ポ ン プ 吐 出 し 管 （
６ ） と 結 合 さ れ た 前 述 の 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 （ １ ４ ） も 装 着 さ れ て い る 。
　 有 機 廃 棄 物 分 解 消 滅 目 的 で 、 分 解 処 理 剤 貯 留 タ ン ク （ ２ ４ ） か ら 定 期 的 一 定 量 の 分 解 処
理 剤 を ポ ン プ 又 は 落 下 点 滴 に よ っ て 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） の 槽 壁 （ １ ２
） を 貫 通 し て 装 着 さ れ た 分 解 処 理 剤 注 入 管 （ ２ ５ ） が 装 着 さ れ る 。
　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） の 底 部 に は 、 下 部 排 水 弁 （ ２ ６ ） が 処 理 槽 を 貫 通
し て 装 着 さ れ 、 下 部 排 水 濾 過 網 （ ２ ７ ） が 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） の 内 壁
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に 装 着 さ れ る 。
　 処 理 槽 本 体 （ １ ） の 処 理 槽 （ ２ ） 内 壁 の 一 部 位 、 又 は 全 面 に 、 有 機 物 分 解 菌 着 床 板 （ ２
８ ） が 装 着 さ れ る か 、 或 は 比 重 が 軽 い 連 立 気 泡 の 軽 量 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材 （ ２ ９ ）
が 一 定 量 投 入 さ れ 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） と 接 触 さ せ る 。
　 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） 又 は 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） の 各 ポ ン プ 稼 働 時 間 、 及 び 、 槽 内
吐 出 し 管 電 磁 弁 （ １ ５ ） 、 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 電 磁 弁 （ １ ６ ） の 制 御 、 及 び 分 解 処 理 材 貯 留
タ ン ク （ ２ ４ ） か ら の ポ ン プ に よ る 槽 内 処 理 水 （ ３ ） へ の 添 加 の 電 気 制 御 等 々 の 電 気 制 御
コ ン ト ロ － ル は 、 電 気 制 御 盤 （ ３ ０ ） に よ っ て 行 わ れ る 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に
よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） の 槽 壁 が 樹 脂 成 形 で 、 断 熱 構 造 の 、 請 求 項 １ 記 載
の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 分 解 処 理 剤 貯 留 タ ン ク （ ２ ４ ） 内 の 分 解 剤 が 、 食 品 発 酵 菌 、 及 び 各 種 有 機 物 分 解 酵 素 群
の 単 独 、 又 は 複 合 の 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物
の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 分 解 剤 貯 留 タ ン ク （ ２ ４ ） 内 の 分 解 剤 が 、 有 機 物 分 解 菌 活 動 エ ネ ル ギ － に 必 要 な 炭 素 、
窒 素 含 有 成 分 の 栄 養 素 の 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃
棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 処 理 槽 本 体 （ １ ） の 処 理 槽 （ ２ ） 内 に 、 比 重 が 重 い 沈 殿 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材 （ ３
１ ） 、 比 重 が 水 同 等 の 遊 泳 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材 （ ３ ２ ） の 単 独 種 、 或 は 複 合 種 が 装
填 さ れ た 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解
消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） 及 び 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） の 両 者 を 装 着 し た 、 請 求 項 １ 記 載
の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） 及 び 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） の 稼 働 時 間 を 、 「 短 」 、 「 中 」 、
「 長 」 の ３ 種 類 に 分 割 さ せ て 、 「 短 」 は 短 時 間 の 稼 働 で ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 を 、
攪 拌 休 止 時 間 を 長 く 、 「 中 」 は 攪 拌 時 間 と 停 止 時 間 を 標 準 時 間 に 設 定 し 、 「 長 」 は 攪 拌 時
間 を 長 く し て 休 止 時 間 を 短 く し 、 同 一 処 理 機 の 投 入 量 の 過 小 や 増 大 に も 対 応 さ せ る 様 に 、
電 気 制 御 盤 （ ３ ０ ） に よ っ て セ レ ク ト ス イ ッ チ で コ ン ト ロ － ル さ せ た 、 請 求 項 １ 記 載 の 、
ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 分 解 排 水 管 （ ２ ３ ） が 別 途 設 置 の 排 水 浄 化 タ ン ク （ ３ ３ ） に 接 続 さ れ た 、 請 求 項 １ 記 載
の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 井 戸 水 、 又 は 浄 化 槽 最 終 槽 の 清 浄 化 さ れ た 浄 化 済 排 水 を 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理
槽 （ １ ） 内 に 注 入 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄
物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 単 数 或 は 遠 隔 の 複 数 の デ ィ ス ポ － ザ － （ ３ ４ ） で 加 水 破 砕 さ れ た 有 機 廃 棄 物 が デ ィ ス ポ
－ ザ － に 施 設 さ れ た 加 水 破 砕 有 機 物 移 送 ポ ン プ （ ３ ５ ） に よ っ て 破 砕 物 移 送 管 （ ３ ６ ） 経
由 で 、 加 水 破 砕 水 と 共 に 処 理 槽 （ ２ ） 内 に 投 入 さ れ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 ポ ン プ の 吐 出 し
加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 排 水 槽 （ ２ １ ） 下 部 の 排 水 槽 メ ク ラ 蓋 （ ２ ２ ） に 変 わ っ て 、 循 環 管 （ ３ ７ ） が 結 続 さ れ
、 循 環 ポ ン プ （ ３ ８ ） の 吸 入 口 に 結 続 さ れ 、 循 環 ポ ン プ （ ３ ８ ） の 吐 出 し 口 に 結 続 さ れ た
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循 環 水 移 送 管 （ ３ ９ ） は 、 槽 壁 （ １ ２ ） を 貫 通 し て 槽 内 吐 出 し 管 （ ８ ） に 結 続 さ れ た 、 請
求 項 １ 記 載 の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 水 道 水 、 工 業 用 水 、 井 戸 水 、 又 は 浄 化 槽 最 終 槽 の 清 浄 化 さ れ た 浄 化 済 排 水 を 、 或 は 船 舶
搭 載 機 、 及 び 海 浜 設 置 処 理 機 に 海 水 を 使 用 す る 場 合 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １
） 内 に 溶 存 酸 素 補 給 の 為 に こ れ ら の 水 を 注 入 す る に 当 た り 、 酸 素 豊 富 な 空 気 と 混 合 し て 使
用 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消
滅 処 理 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 処 理 槽 （ ２ ） の 中 部 位 又 は 下 部 位 の 槽 壁 （ １ ２ ） の 開 口 部 に は 、 網 孔 開 口 部 口 径 が 大 き
い 下 部 排 水 濾 過 網 （ ２ ７ ） を 装 着 し 、 下 部 排 水 弁 （ ２ ６ ） を 経 由 し て 循 環 管 （ ３ ７ ） が 設
け ら れ 、 循 環 ポ ン プ （ ３ ８ ） の 吸 入 口 に 結 続 さ れ 、 循 環 ポ ン プ の の 吐 出 し 口 に 結 続 さ れ た
循 環 水 移 送 管 （ ３ ８ ） は 槽 壁 （ １ ２ ） を 貫 通 し て 槽 内 吐 出 し 管 （ ８ ） と し て 、 槽 内 処 理 水
（ ３ ） の 循 環 に よ る 処 理 槽 （ ２ ） 内 の 流 動 攪 拌 を 行 う 、 ポ ン プ の 吐 出 し 加 圧 水 流 攪 拌 に よ
る 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 地 球 規 模 の 環 境 汚 染 防 止 に 基 づ く 国 際 条 約 批 准 に よ る わ が 国 海 洋 汚 染 防 止 法
対 応 の 為 、 又 地 球 環 境 保 全 の 目 的 で 海 上 、 陸 上 を 問 わ ず 有 機 廃 棄 物 分 解 処 理 に 係 る も の で
、 船 舶 搭 載 用 、 或 は 陸 上 施 設 用 と し て 、 水 中 分 解 消 滅 処 理 方 式 で 分 解 水 に 変 え 、 下 水 道 へ
の 排 水 、 有 機 液 肥 化 へ の 転 用 等 の あ ら ゆ る 処 理 に 本 発 明 で 対 応 可 能 な 幅 広 い 用 途 で 開 発 し
た も の で あ り 、 地 球 環 境 全 体 か ら 考 慮 し て 、 省 エ ネ ル ギ － 、 省 ス ペ － ス 、 無 臭 、 消 滅 、 メ
ン テ ナ ン ス フ リ － と い う あ ら ゆ る 観 点 か ら 環 境 に 応 じ て 用 途 選 定 が で き 、 環 境 保 全 の 大 局
的 観 点 か ら 大 き な 役 割 を 果 た す も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 以 前 か ら 生 ご み の 処 理 は 、 原 形 生 ご み を 処 理 槽 に 投 入 し 生 ご み 貯 留 槽 、 発 酵 槽 、 熟 成 貯
留 槽 の 堆 肥 目 的 方 式 が 殆 ど で あ り 、 定 期 的 発 酵 助 成 菌 を 添 加 し て 発 酵 を 促 進 す る が 、 数 日
単 位 で の 残 渣 排 出 、 保 管 臭 気 、 そ の ま ま 肥 料 に 使 用 し て 不 作 現 象 、 や む を 得 ず 焼 却 処 分 が
殆 ど で あ る
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 近 年 、 一 槽 式 の 発 酵 処 理 機 と 称 す る 処 理 機 で も 、 分 解 媒 体 剤 と し て 木 粉 等 の 基 材 を 装
填 し 、 発 酵 促 進 剤 を 定 期 的 に 処 理 槽 に 投 入 添 加 す る 生 ご み の 分 解 処 理 機 が 発 売 さ れ た が 、
無 機 生 ご み に 近 い 卵 の か ら 、 魚 の 骨 類 は 全 く 分 解 せ ず 、 そ の 上 残 飯 も 分 解 不 能 で あ り 、 臭
気 が 発 生 し 、 蛆 虫 の 発 生 す ら あ り 、 同 時 に 処 理 槽 内 発 酵 の 条 件 で 、 攪 拌 方 式 か ら 水 分 保 有
率 も 大 き い 為 に 加 熱 ヒ － タ － 加 温 、 エ ネ ル ギ － の ロ ス が 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 又 、 攪 拌 方 式 の 欠 点 か ら 、 発 酵 に よ る 強 烈 な 複 合 臭 気 が 発 生 す る 為 、 消 臭 装 置 を 設 置 し
て い る が 、 複 合 臭 的 な 生 ご み 分 解 臭 気 は 消 臭 不 能 に 近 く 、 臭 気 分 子 は 発 火 ガ ス で も あ り 、
場 合 に よ っ て は 処 理 機 内 、 或 は 処 理 機 外 部 に ガ ス 漏 洩 、 火 災 爆 発 の 要 因 も は ら ん で い る の
が 事 実 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 攪 拌 機 構 と 能 力 の 低 さ か ら 分 解 媒 体 材 の 生 ご み の 分 解 に 要 す る 必 要 装 填 量 も 極 端 に 多 く
、 当 然 な が ら 処 理 槽 も 大 き く な り バ イ オ 剤 と 称 し て 発 酵 促 進 剤 を 生 ご み と 共 に 毎 日 、 或 は
一 定 間 隔 で 処 理 槽 に 投 入 す る 手 間 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の 上 日 毎 に 臭 気 が 増 大 し 、 分 解 度 の 低 さ か ら 定 期 的 に ３ か 月 前 後 で 処 理 機 内 基 材 と 残
渣 を 取 り 出 し 、 残 渣 処 分 迄 の 期 間 は 保 管 を 要 し 、 又 、 そ の 取 り 出 し 方 法 に 於 て も 人 力 に よ
る 袋 詰 め 等 の 煩 雑 さ を 極 め 、 大 型 に な れ ば な る ほ ど 機 器 の 設 置 ス ペ － ス を 取 り 、 そ の 上 攪
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拌 機 構 に 於 て も 処 理 槽 内 の 過 極 条 件 を 軽 視 し 、 単 な る 攪 拌 機 的 感 覚 に 於 て 製 作 し 、 機 器 の
安 全 性 、 故 障 の 発 生 率 の 大 き さ 、 故 障 時 の 復 旧 修 理 の 困 難 さ か ら 継 続 使 用 性 が な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま し て や 、 近 年 、 水 分 蒸 散 乾 燥 方 式 で 、 有 形 、 又 は 粉 末 化 し て 廃 棄 し た り 、 有 機 肥 料 の
原 材 料 で あ っ て も 有 機 肥 料 に 値 せ ず 、 焼 却 処 分 す る 物 も 出 て き た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 有 機 性 廃 棄 物 分 解 消 滅 処 理 の 場 合 、 有 機 性 廃 棄 物 の 処 理 過 程 で 必 然 的 に 起 き る 加 湿 発 酵
分 解 臭 気 の 発 生 の 為 、 従 来 各 社 は 大 小 各 種 の 消 臭 装 置 が 付 設 さ れ て い る が 、 複 合 臭 気 の 為
に 満 足 な 消 臭 効 果 が 得 ら れ て い な い 為 、 又 臭 気 ガ ス は 可 燃 性 が す で も あ り 、 高 温 触 媒 消 臭
装 置 を 設 置 し て 火 災 爆 発 事 故 ま で 起 き て お り 、 消 臭 装 置 無 し で 無 臭 分 解 消 滅 を 継 続 さ せ る
事 が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 有 機 生 廃 棄 物 分 解 消 滅 処 理 に 大 量 の 分 解 媒 体 材 を 要 し 、 発 酵 加 湿 に よ る 分 解 媒 体 剤 の 水
分 が 多 い 為 に そ れ を 逃 げ よ う と 処 理 機 の 大 型 化 に 走 り 、 含 水 率 が 大 で あ る 為 の 攪 拌 機 ト ル
ク の 増 大 に よ る 駆 動 装 置 の 騒 音 と 消 費 電 力 の 増 大 と い う 欠 点 を 解 消 す る 事 に で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 有 機 性 廃 棄 物 分 解 消 滅 処 理 で あ る 限 り 、 水 分 と 温 度 が 必 要 と な り 、 通 常 に 於 て も 攪 拌 方
式 の 機 能 低 下 の 為 、 大 き な 加 熱 ヒ － タ － の 設 置 が 条 件 的 に つ き ま と い 、 電 力 の 消 費 が 多 大
と な る 物 で あ る が こ れ を 解 消 す る 事 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 酵 方 式 の 従 来 の 処 理 機 は 、 無 機 性 廃 棄 物 の 魚 の 骨 、 蟹 の 甲 羅 、 卵 の 殻 等 は 分 解 不 能 と
同 時 に 、 一 般 生 ご み に 於 て も 発 酵 日 数 を 長 く 要 し 、 処 理 機 の 大 型 化 と 共 に 、 残 渣 の 処 理 機
か ら の 取 り 出 し 保 管 、 焼 却 処 分 が 必 須 条 件 と な っ て い る が 、 こ れ を 解 消 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 発 酵 方 式 の 従 来 の 有 機 性 廃 棄 物 処 理 機 は 、 有 機 肥 料 製 造 機 的 感 覚 で 、 し か も 、 こ こ ７ 、
８ 年 来 の 環 境 問 題 か ら 発 生 し た も の で あ り 、 海 洋 の 様 に 国 際 条 約 的 海 洋 環 境 保 全 の 法 律 遵
守 的 な 感 覚 は な く 、 実 地 経 験 の 不 足 か ら 機 構 、 強 度 に 充 分 な 検 討 が な さ れ て い な い 為 、 攪
拌 ト ル ク の 増 大 に よ る 攪 拌 装 置 等 の 故 障 が 頻 発 し 、 処 理 機 故 障 の 場 合 は 殆 ど の 機 構 が 溶 接
構 造 の 為 に 一 旦 故 障 発 生 の 場 合 は 処 理 機 本 体 を 製 造 社 工 場 に 持 ち 帰 っ て 修 理 し な け れ ば な
ら な い 程 の 大 き な 問 題 を 解 消 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 発 酵 方 式 の 従 来 の 処 理 機 を 船 舶 に 搭 載 し た 場 合 、 海 洋 特 有 の 気 象 条 件 と 、 船 舶 特 有 の 航
海 条 件 に よ り 、 ピ ッ チ ン グ （ 前 後 の 揺 れ ） 、 ロ － リ ン グ （ 左 右 の 揺 れ ） 、 ウ オ － タ － ハ ン
マ － （ 荒 天 航 行 時 の 船 首 で の 波 に よ る 衝 撃 ） 、 レ シ プ ロ メ イ ン エ ン ジ ン ・ レ ッ ド ゾ － ン 振
動 （ 主 機 関 の 常 用 回 転 到 達 迄 の 過 大 振 動 ） 等 々 に よ る 生 ご み 処 理 機 電 気 制 御 機 器 の 異 常 発
生 、 同 時 に 可 燃 性 ガ ス で あ る 臭 気 分 子 は 、 危 険 性 の 為 に 絶 対 的 に 船 舶 搭 載 は 不 可 能 で あ る
が 、 こ の 安 全 性 に 充 填 を 置 か な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 発 酵 方 式 の 有 機 性 廃 棄 物 処 理 機 を 実 際 に 使 用 す る 厨 房 担 当 員 の 知 識 経 験 不 足 に よ り 、 処
理 機 内 部 の 分 解 媒 体 材 の 過 乾 燥 、 過 湿 度 等 の 判 断 が 目 視 判 断 に 頼 ら れ て い る た め の 未 経 験
者 に よ る 判 断 誤 認 に よ る 臭 気 発 散 、 分 解 不 能 等 々 が 発 生 す る 事 を 解 消 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 発 酵 方 式 の 有 機 性 廃 棄 物 の 処 理 機 は 、 一 定 期 間 毎 の 定 期 的 に 残 渣 を 処 理 機 か ら 排 出 す る
必 要 が あ り 、 船 舶 は も と よ り 、 陸 上 に 設 置 し た 場 合 で も 残 渣 保 管 、 処 分 等 の 問 題 が 付 随 し
て い る 事 を 解 消 す る 事 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 発 酵 方 式 の 有 機 性 廃 棄 物 処 理 機 は 、 冬 期 の 北 海 道 の 様 に 連 日 マ イ ナ ス 温 度 が 続 く 場 合 は
加 温 エ ネ ル ギ － 的 に 使 用 不 能 で あ り 、 船 舶 の 場 合 は 特 に そ の 航 路 に よ っ て は 赤 道 直 下 周 辺
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の ５ ０ ℃ 近 い 航 路 、 或 は 北 洋 航 路 等 の 極 寒 気 象 等 々 の 地 球 全 域 に 航 路 を 持 つ た め 、 如 何 な
る 環 境 に も 充 分 効 果 を 発 揮 し な け れ ば な ら な い が 、 従 来 の 各 社 生 ご み 処 理 機 は 、 わ が 国 の
冬 期 北 海 道 の 気 候 で す ら 極 寒 対 応 可 能 な 処 理 機 は な く 、 本 州 中 央 の 気 候 、 特 に 春 、 秋 を 標
準 と し た 気 候 に し か 対 応 出 来 ず 、 連 続 マ イ ナ ス ２ ０ ℃ の 環 境 に よ る 分 解 不 能 、 連 続 プ ラ ス
５ ０ ℃ で の 環 境 下 で 多 大 の 臭 気 発 生 等 の 欠 点 が あ る が 、 こ れ ら を 解 消 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 加 湿 発 酵 方 式 の 有 機 性 廃 棄 物 処 理 機 は 、 分 解 水 を 処 理 機 外 に 排 出 す る こ と か ら 排 出 濾 過
網 の 口 径 が 大 き く 、 全 て 処 理 槽 下 部 底 に 装 着 さ れ て お り 、 分 解 度 が 悪 い た め に 再 々 濾 過 網
が 目 詰 ま り し て 処 理 槽 内 で 分 解 水 が オ － バ － フ ロ － す る 事 故 が 頻 繁 に 起 き て お り 、 こ れ を
完 全 に 解 消 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 加 湿 発 酵 方 式 の 有 機 性 廃 棄 物 処 理 機 は 、 攪 拌 翼 が 一 定 個 所 に 装 着 さ れ て お り 、 処 理 槽 内
の 有 機 廃 棄 物 の 全 量 を ま ん べ ん な く 攪 拌 す る こ と は 不 可 能 で あ り 、 攪 拌 効 率 の ア ン バ ラ ン
ス 付 近 等 か ら の 臭 気 発 散 当 の 問 題 を 解 消 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
水 分 蒸 散 乾 燥 処 理 機 の 場 合 、 只 単 に 攪 拌 し て 加 熱 蒸 散 乾 燥 容 積 縮 小 し て い る だ け で 肥 料 に
も な ら ず 、 焼 却 処 分 し か 無 く 、 環 境 的 見 地 か ら は 処 理 機 と は 言 え な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ ら の 課 題 全 部 を 一 度 に 解 消 す る の が 本 発 明 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 方 式 で 、 世 界 的 に も
例 を 視 な い 物 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ ら の 課 題 で あ る 問 題 点 を す べ て を 一 挙 に 解 決 す る 手 段 と し て は 、 本 発 明 の 水 中 分 解
消 滅 処 理 し か な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 つ ま り 、 合 併 浄 化 槽 等 は 、 有 機 廃 棄 物 の 破 砕 等 に よ っ て 処 理 代 槽 に 流 入 沈 殿 さ せ て 上 澄
水 を 曝 気 等 に よ っ て 残 存 有 機 浮 遊 物 を 分 解 清 浄 化 す る が 、 一 定 期 間 毎 に 沈 殿 物 の 排 出 を 要
す る が 、 本 発 明 は １ 槽 の 中 で 、 機 械 的 攪 拌 や 空 気 に よ る 対 流 は 使 用 せ ず に 、 有 酸 素 の 新 鮮
水 を 注 入 し て そ の 加 圧 水 流 を 利 用 し て 、 有 機 物 分 解 材 と 有 機 分 解 菌 着 床 材 の 相 互 作 用 に よ
り 、 残 渣 無 し で 、 魚 骨 か ら 卵 殻 に い た る 迄 、 無 臭 で 分 解 消 滅 さ せ る 物 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 の 分 解 臭 気 に つ い て は 、 曝 気 を 必 要 と し な い 水 中 溶 存 酸 素 使 用 の 完 全
密 閉 分 解 処 理 で あ り 、 空 気 供 給 の 曝 気 処 理 の 様 に 、 供 給 空 気 の 気 中 放 散 が 無 い 事 か ら 、 臭
気 蔓 延 す る こ と は 絶 対 に な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 発 酵 処 理 の 様 に 大 量 の 基 材 装 填 の 必 要 が な い 、
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 投 入 す る 有 機 廃 棄 物 の 水 切 り 等 の 制 約 は 全 く な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 は ポ ン プ 吐 出 し 圧 力 水 流 攪 拌 で 、 如 何 な る 機 械 的 攪 拌 の 必 要
も 無 い 為 に 故 障 要 因 が 全 く な く な り 、 特 に 省 エ ネ ル ギ － で 小 型 ポ ン プ で 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 非 常 に 効 率 が 良 い こ と か ら 小 型 化 が 可 能 で あ り 、 ５ ０ ｋ ｇ ／ 日 の
処 理 能 力 機 種 は 縦 形 円 筒 形 で 直 径 １ ｍ 弱 ， 高 さ １ ｍ の 処 理 槽 で 十 分 な 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 冬 期 寒 冷 地 設 置 の 場 合 は 、 給 湯 加 水 で よ く 、 大 き な 電 力 の ヒ － タ
－ は 必 要 と し な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 攪 拌 方 式 が ポ ン プ 吐 出 し 加 圧 水 流 の 為 、 槽 内 吐 出 し 管 の
方 向 性 だ け で 、 如 何 な る 水 流 攪 拌 方 式 も 瞬 時 に 可 能 で あ り 、 機 械 的 修 道 部 品 の 寿 命 交 換 も
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全 く 無 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 処 理 槽 内 か ら の 排 水 濾 過 網 が 上 部 水 面 近 く に あ り 、 処 理 水 の 攪 拌
に よ っ て 、 遊 泳 樹 脂 発 泡 成 形 分 解 媒 体 材 の 処 理 水 と 共 に 流 動 で 摩 擦 清 浄 し て 目 詰 ま り を 皆
無 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 ２ ｍ ｍ 穴 、 或 は そ れ 以 下 の 排 水 濾 過 網 で 米 粒 一 つ 排 出 す
る こ と な く 、 遊 泳 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 媒 体 材 の 摩 擦 に よ っ て 、 実 地 試 験 で は 複 数 の 処 理 機 で
継 続 使 用 ４ 年 間 で は 一 度 も 目 詰 ま り し て い な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 生 ご み の 中 に は 魚 の 骨 、 卵 の 殻 等 も 必 然 的 に 発 生 す る が 、 魚 の 骨 は カ ル シ ュ ウ ム と 生 体
蛋 白 質 等 の 結 合 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 そ の 蛋 白 質 等 の 有 機 物 の 分 解 で 、 骨 、 殻 は 崩 壊
し 目 視 不 能 と な り 、 自 然 に 微 細 化 さ れ る が 、 排 水 濾 過 網 の 目 以 下 に な れ ば 濾 過 網 の 目 を 通
過 し て 排 水 さ れ る の で 、 そ の 無 機 系 廃 棄 物 を 極 力 排 出 さ せ な い 為 に 、 排 水 槽 を 排 水 濾 過 網
の 外 部 に 設 け 、 微 細 未 分 解 物 質 溜 り に 自 然 貯 留 さ せ 、 一 定 期 間 毎 に メ ク ラ 蓋 を 解 放 し て 撤
去 さ せ る こ と も 重 要 で あ る が 、 メ ク ラ 蓋 に 変 わ っ て 排 水 槽 循 環 管 を 接 続 し て 別 途 設 置 さ れ
た 排 水 循 環 ポ ン プ に よ り 、 循 環 水 移 送 管 に よ っ て 処 理 槽 内 の 槽 内 吐 出 し 管 に 結 続 さ れ れ ば
、 微 細 未 分 解 物 質 の 再 分 解 に も な り 、 同 時 に 槽 内 処 理 水 の 流 動 攪 拌 に も な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 遊 泳 樹 脂 発 泡 成 形 分 解 媒 体 材 の 寿 命 は 水 中 遊 泳 の 為 に 、 ４ 年 経 過
し て も 僅 か な 摩 耗 度 で あ り 、 数 年 は 交 換 不 要 で あ る こ と か ら 、 あ る 意 味 の メ ン テ ナ ン ス フ
リ － で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 分 解 処 理 剤 に 食 品 発 酵 菌 、 又 は 純 粋 分 解 酵 素 群 を 、 単 種 、 或 は 複
で 合 使 用 し 、 特 に 必 要 な 場 合 に は 油 脂 分 解 酵 素 、 或 は セ ル ロ － ズ 分 解 酵 素 、 蛋 白 質 分 解 酵
素 等 々 の 、 各 種 発 酵 菌 と 各 種 酵 素 の 配 合 で 、 こ の 上 な い ２ ４ 時 間 の 短 期 分 解 消 滅 効 果 を 揚
げ て お り 、 特 に 食 品 を 扱 う 場 所 に 設 置 す る こ と が 多 い 事 か ら 衛 生 面 か ら は 十 分 な 考 慮 が な
さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 水 中 分 解 消 滅 処 理 は 、 投 入 さ れ る 有 機 性 廃 棄 物 の 種 類 や 量 が 日 毎 に 変 化 す る も の で あ り
、 分 解 排 水 基 準 値 に 問 題 が 起 き 得 る と 想 定 さ れ る 場 合 に は 、 分 解 水 排 水 管 を 別 途 設 置 の 排
水 浄 化 タ ン ク に 結 属 し て 環 境 汚 染 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 有 機 廃 棄 物 発 生 場 所 と 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 の 処 理 槽 （ １ ） の 設 置 場 所 が 有 機 廃 棄 物 発 生
場 所 か ら 遠 く 離 れ て い る よ う な 場 合 、 或 は 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 の 処 理 槽 （ １ ） 設 置 場 所
が １ か 所 で 、 有 機 廃 棄 物 発 生 場 所 が 複 数 あ る よ う な 場 合 は 、 有 機 廃 棄 物 発 生 場 所 に デ ィ ス
ポ － ザ － を 設 置 し 、 移 送 ポ ン プ の 稼 働 で 、 移 送 管 経 由 、 自 動 移 送 投 入 し 、 省 労 力 に も 貢 献
す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 水 中 分 解 処 理 の 場 合 、 環 境 汚 染 防 止 の 観 点 か ら 、 分 解 排 水 は 、 浄 化 機 能 を 持 っ た 既 存 の
浄 化 槽 、 或 は 別 途 排 水 処 理 タ ン ク を 設 置 、 そ れ を 経 由 し て 放 水 す る こ と と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 廃 棄 物 を 密 閉 さ れ た 処 理 槽 内 充 填 の 処 理 水 の 溶 存 酸 素 と 分 解 処 理 材 で 、
ポ ン プ 吐 出 し 管 に よ っ て 処 理 槽 内 を 水 流 に よ っ て 攪 拌 分 解 度 向 上 を は か り 、 難 分 解 物 質 の
魚 の 骨 、 卵 の 殻 も 破 砕 す る こ と な く 自 然 分 解 消 滅 す る が 、 分 解 消 滅 迄 の 過 程 で 微 細 粒 子 の
段 階 に 、 ２ ｍ ｍ 以 下 の 処 理 排 水 濾 過 網 を 通 過 し た ０ ． １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ２ ｍ ｍ の 難 分 解 物 質
の 魚 骨 、 卵 の 殻 は 、 処 理 機 本 体 に 付 設 の 排 水 槽 内 に 沈 殿 さ せ る こ と に よ り 、 環 境 保 全 に 有
効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 又 、 排 水 槽 の 下 部 に 設 置 さ れ て い る 排 水 槽 メ ク ラ 板 に 変 わ っ て 、 排 水 槽 循 環 管 か 結 続 さ
れ て 、 別 途 設 置 の 排 水 循 環 ポ ン プ に よ っ て 排 水 槽 内 の 微 細 異 物 を 含 む 分 解 水 は 処 理 槽 内 の
槽 内 吐 出 し 管 に よ っ て 処 理 槽 内 に 戻 さ れ 、 排 水 槽 か ら 微 細 粒 子 残 存 物 の 摘 出 の 必 要 が な く
な り 、 同 時 に 排 水 循 環 ポ ン プ 吐 出 し 圧 力 に よ っ て 、 処 理 槽 内 の 槽 内 処 理 水 の 流 動 攪 拌 に も
つ な が る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 有 機 廃 棄 物 の 種 類 を 分 別 し て 投 入 す る 必 要 も な く 、 卵 殻 迄 投 入 が 可 能 で 、 分 解 中 の 殻 も
自 然 に 微 細 粒 と な っ て 消 滅 、 臭 気 も 外 部 に 出 る こ と も な く 、 投 入 す る 生 ゴ ミ 等 の 有 機 廃 棄
物 の 水 切 り 等 に 留 意 す る 必 要 が な く 、 省 量 力 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
処 理 槽 の 形 状 も 縦 形 の 縦 形 の 円 筒 形 状 、 或 は 四 角 筒 形 、 或 は 六 角 筒 形 等 々 の 縦 形 多 角 形 筒
形 状 で 、 機 械 的 な 攪 拌 翼 が な い た め に 、 縦 形 は 省 ス ペ － ス で 場 所 を 取 ら ず 、 横 置 き は そ れ
な り の 設 置 場 所 に よ っ て 形 状 の 選 択 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 同 時 に 処 理 槽 の 材 質 も Ｆ ． Ｒ ． Ｐ ． か ら 金 属 迄 、 あ ら ゆ る 素 材 利 用 が 可 能 で あ り 、 機 械
加 工 を 要 す る 部 品 は 全 く 無 く 、 そ の 他 部 品 は 金 属 の 場 合 は 切 断 だ け で あ り コ ス ト ダ ウ ン に
つ な が る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 有 機 廃 棄 物 の 投 入 も 、 処 理 装 置 が 有 機 廃 棄 物 発 生 場 所 付 近 に 設 置 さ れ る 場 合 は 原 形 そ の
ま ま の 有 機 廃 棄 物 を 投 入 す る だ け で 良 く 、 こ と さ ら 破 砕 投 入 の 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 し か し 、 分 解 機 能 性 の 問 題 で 無 く 、 使 用 上 の 便 利 性 の 問 題 か ら 、 有 機 廃 棄 物 が 遠 く 離 れ
た 単 数 又 は 複 数 の 発 生 場 所 の 場 合 に は 、 発 生 場 所 に 単 数 或 は 複 数 の デ ィ ス ポ － ザ － を 設 置
し て 加 水 破 砕 し 、 破 砕 水 と 共 に 、 移 送 ポ ン プ に よ っ て 移 送 管 経 由 で 自 動 的 に 遠 隔 投 入 も 何
の 躊 躇 も 無 く 行 え る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 処 理 装 置 の 下 部 側 壁 に は 、 必 要 に 応 じ て 点 検 口 が 設 け ら れ る が 、 機 械 的 メ ン テ ナ ン ス の
必 要 が な い た め に 、 処 理 槽 本 体 の 内 部 掃 除 に 設 け る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 処 理 水 の 水 位 付 近 に は 排 水 濾 過 網 が 装 着 さ れ て 、 米 粒 一 つ も 分 解 水 排 水 管 か ら の 流 出 を
防 止 す る 為 に 、 ２ ｍ ｍ 或 は そ れ 以 下 の 編 み 目 、 或 は パ ン チ ン グ メ タ ル に よ っ て 分 解 水 だ け
が 排 水 槽 内 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 排 水 槽 の 側 壁 に は 、 処 理 槽 か ら 処 理 排 水 濾 過 網 を 通 過 し て 排 出 さ れ た 分 解 水 だ け が 排 出
管 に よ っ て 放 水 さ れ る が 、 排 水 濾 過 網 の 網 目 を く ぐ っ て 出 た ０ ． 数 ミ リ の 微 細 な 無 機 系 の
物 質 の み が 比 重 差 に よ っ て 排 水 槽 内 に 沈 殿 す る 仕 組 み で 、 一 定 期 間 毎 に 撤 去 す る 事 が 必 要
だ が 、 魚 の 骨 類 よ り も 卵 殻 が ほ と ん ど で あ り 、 ２ つ 割 り の 卵 の 殻 の 投 入 量 に よ っ て 撤 去 期
間 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 排 水 濾 過 網 の 内 側 は 、 槽 内 処 理 水 が 槽 内 吐 出 し 管 に よ っ て 加 圧 吐 出 し で 槽 内 処 理 水 が 攪
拌 流 動 す る が 、 そ の 流 動 水 と 投 入 さ れ た 有 機 廃 棄 物 自 体 と 共 に 、 処 理 槽 内 に 投 入 さ れ て い
る 比 重 が 軽 く 槽 内 処 理 水 上 に 浮 遊 す る 連 立 気 泡 の 軽 量 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材 と の 流 動
摩 擦 に よ っ て 常 に 付 着 汚 物 が 洗 浄 さ れ て 目 詰 ま り は な く 常 に 清 浄 な 排 水 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 又 、 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ を 設 置 し て 、 排 水 濾 過 網 の 外 面 に 付 着 す る 汚 物 を 洗 浄 す る 為 に
濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 が 装 着 さ れ 、 加 圧 清 水 に よ っ て 定 期 的 一 定 時 間 毎 に 噴 射 洗 浄 さ れ 正 常 が
維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 又 、 処 理 槽 内 の 処 理 水 は 、 投 入 さ れ た 有 機 廃 棄 物 分 解 の 為 に 溶 存 酸 素 を 消 費 す る こ と か
ら 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 の 槽 壁 を 貫 通 し て 水 中 溶 存 酸 素 供 給 の 為 に 新 鮮 な 清 水
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が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 有 機 廃 棄 物 分 解 消 滅 目 的 で 添 加 す る 分 解 剤 は 、 粉 末 で も 良 い が 、 便 利 さ か ら 液 体 の 分 解
剤 を 使 用 し 、 こ の 場 合 分 解 剤 貯 留 タ ン ク に 充 填 さ れ た 液 体 分 解 剤 を 定 期 的 に 一 定 量 だ け 、
自 動 車 ウ イ ン ド － ウ オ ッ シ ャ － ポ ン プ 同 様 の ポ ン プ 、 又 は 別 置 き の ポ ン プ 、 或 は 点 滴 方 式
で 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 壁 を 貫 通 し て 処 理 槽 内 に 分 解 処 理 剤 が 注 入 添 加 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 分 解 剤 は 、 環 境 、 或 は 健 康 影 響 不 明 の 土 壌 菌 等 は 使 用 せ ず 、 昔 か ら 使 わ れ て い る 食
品 発 酵 菌 、 又 は 各 種 酵 素 群 の 液 体 分 解 剤 を 、 有 機 廃 棄 物 の 種 類 都 量 に よ っ て 、 単 独 又 は 複
合 で 使 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 当 然 な が ら 、 同 様 の 粉 体 分 解 剤 を も 使 用 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） の 底 部 側 壁 に は 、 処 理 槽 内 の 点 検 で 排 水 が 必 要 な
場 合 に 、 非 常 用 分 解 水 排 水 弁 が 処 理 槽 を 貫 通 し て 装 着 さ れ 、 遊 泳 樹 脂 発 泡 成 形 分 解 媒 体 剤
等 の 流 出 防 止 で 非 常 用 排 水 濾 過 網 が 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 の 内 側 に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の 清 水 供 給 に 水 道 水 を 使 用 す る 場 合 は 「 政 令 」 に よ っ て 規 制 さ れ て い る 規 定 の 為
に 、 清 水 貯 留 槽 に 装 着 さ れ た 法 律 規 定 承 認 の 清 水 注 入 制 御 弁 に よ っ て 一 旦 清 水 を 貯 留 し 、
清 水 貯 留 槽 か ら 処 理 槽 経 の 給 水 は 、 槽 内 水 中 ポ ン プ の み を 使 用 す る 場 合 は 電 磁 弁 等 で 流 量
制 御 で 自 然 落 下 注 入 、 或 は 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ を 設 置 の 場 合 は 、 ポ ン プ 吐 出 し 管 を 経 由 し
て 円 筒 形 又 は 多 角 形 等 の 処 理 槽 及 び 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
又 、 既 存 の 井 戸 が あ れ ば 、 そ の 井 戸 水 を 使 用 す る こ と に よ っ て 水 道 料 金 と そ れ に 伴 う 下 水
道 料 金 の 節 減 に つ な が り 、 既 存 の 浄 化 槽 末 端 槽 の 清 浄 化 さ れ た 排 水 の 利 用 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 分 解 度 向 上 の 為 に 攪 拌 度 を 向 上 さ せ る た め 、 槽 内 吐 出 し 管 の 先 端 向 き と 、 処 理 槽 内 で の
放 水 口 を 増 や し て 槽 内 処 理 水 の 流 動 を 効 率 よ く さ せ 、 そ の 上 で ポ ン プ 稼 働 攪 拌 時 間 、 攪 拌
停 止 時 間 、 及 び 場 合 に よ っ て は ポ ン プ の 回 転 数 変 更 も 、 投 入 物 質 に 合 っ た 数 値 及 び 時 間 が
任 意 で 変 更 さ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 又 、 清 水 供 給 管 で の 清 水 供 給 量 、 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 か ら 噴 射 時 間 及 び 休 止 時 間 等 々 も 、
種 々 雑 多 な 処 理 物 性 に 合 う 様 に 設 定 可 能 な 電 気 制 御 盤 を 装 着 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 微 生 物 着 床 目 的 の 処 理 槽 内 壁 に 装 着 の 有 機 物 分 解 菌 着 床 板 材 、 軽 量 の 浮 遊 す る 連 立 気 泡
の 軽 量 樹 脂 発 泡 成 形 分 解 菌 着 床 材 は 、 処 理 水 上 面 に 浮 く 比 重 が 軽 い も の で 直 径 １ ０ ｍ ｍ 前
後 の 円 筒 形 状 で 長 さ が １ ０ ｍ ｍ 前 後 の 物 を 使 用 し た が 、 浮 遊 し て 槽 内 処 理 水 の 流 動 攪 拌 に
従 っ て 処 理 槽 内 壁 を 摩 擦 し な が ら 流 動 す る の で 、 処 理 槽 内 壁 の 洗 浄 と 、 特 に 、 処 理 排 水 濾
過 網 の 摩 擦 洗 浄 に 大 き な 効 果 が あ り 、 半 永 久 的 に 洗 浄 機 能 を 継 続 す る 。
　 同 様 寸 法 で 比 重 が 重 く 処 理 槽 下 部 に 沈 殿 す る も の 、 又 比 重 が １ で 中 間 浮 遊 す る も の 、 こ
れ ら の 単 品 或 は 複 数 種 類 の 混 合 使 用 で 攪 拌 時 の 水 中 遊 泳 に よ っ て 分 解 菌 種 の 着 床 に 使 用 し
て 、 比 重 が 重 い 有 機 廃 棄 物 の 分 解 に は 抜 群 の 効 果 を 表 し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 「 請 求 項 ２ 」 は 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） の 槽 壁 材 質 が 樹 脂 成 形 で 、 断 熱
材 を サ ン ド イ ッ チ 構 造 に し た も の で 、 鋼 材 に よ る 溶 接 構 造 で 加 熱 装 置 を 装 着 し た も の よ り
も 、 安 く 、 量 産 に 大 き く 貢 献 し 、 コ ス ト ダ ウ ン に も つ な が る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 「 請 求 項 ３ 」 は 、 分 解 剤 に 人 類 の 健 康 に 無 害 で あ る 証 し が 無 い 市 中 の 土 壌 菌 類 で な く 、
食 品 発 酵 に 使 用 さ れ る 種 々 の 菌 の 単 独 、 或 は 混 合 で あ っ て 、 公 共 下 水 に 排 水 後 も 全 く 安 全
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な 様 に し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 「 請 求 項 ４ 」 は 、 有 機 廃 棄 物 に 必 ず 付 着 し て い る 種 々 の 菌 類 の 内 、 分 解 菌 類 活 動 に 必 要
な 栄 養 素 の み を 分 解 剤 と し て 処 理 槽 内 に 添 加 す る 事 に よ り 、 分 解 菌 類 の 活 動 を 促 し て 分 解
消 滅 さ せ る 画 期 的 な 物 で あ り 、 栄 養 素 の み で 菌 類 を 使 用 し な い 事 か ら 、 グ ロ － バ ル な 海 外
向 け の 処 理 機 に は 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 「 請 求 項 ５ 」 は 、 各 種 菌 類 の 着 床 材 で あ る 連 立 気 泡 の 樹 脂 発 泡 成 形 分 解 菌 着 床 材 が 、 処
理 水 （ ８ ） 中 で の 状 態 で 比 重 の 差 に よ っ て 浮 上 種 は 「 請 求 項 １ 」 に 標 準 的 に 装 填 さ れ て い
る が 、 そ の 比 重 が 重 い 沈 殿 種 、 或 は 水 と 同 等 比 重 種 で 遊 泳 す る 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 禁 着 床 材
、 そ の 各 種 の 単 独 種 投 入 又 は 複 数 種 混 合 で 装 填 さ れ る こ と に よ っ て 、 処 理 槽 内 の 処 理 水 の
攪 拌 で 、 沈 殿 す る 有 機 廃 棄 物 の 処 理 に 有 効 な 比 重 の 重 い 沈 殿 種 、 処 理 槽 内 で 水 同 様 比 重 の
遊 泳 種 の 有 効 分 解 目 的 で 、 そ の 目 的 に 合 っ た 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材 の 単 独 、 又 は 複 合
で 装 填 し 、 種 々 有 機 廃 棄 物 の 分 解 消 滅 に 効 果 を 洗 わ し た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 「 請 求 項 ６ 」 は 、 槽 内 水 中 ポ ン プ と 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ の 両 者 を 装 備 し 、 槽 内 水 中 ポ ン
プ は 主 と し て 槽 内 処 理 水 の 流 動 攪 拌 に 、 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ は 、 新 鮮 有 酸 素 清 水 の 供 給 都
同 時 に 、 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 へ の 清 水 供 給 を す る こ と に よ り 、 水 道 水 を 新 鮮 有 酸 素 清 水 と し
て 使 用 す る 場 合 の 水 道 水 の 使 用 水 量 を 極 限 迄 削 減 す る こ と を 目 的 と し て 効 果 を 洗 わ し た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 「 請 求 項 ７ 」 は 、 水 中 ポ ン プ 、 及 び 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ の 稼 働 時 間 を 、 電 気 基 盤 で 短 、
中 、 長 の ３ 種 類 に 分 割 選 択 可 能 な 様 に し て 、 「 短 」 は 短 時 間 の 稼 働 で 水 流 攪 拌 の 休 止 時 間
を 長 く 、 「 中 」 は 稼 働 時 間 と 停 止 時 間 を 標 準 時 間 に 設 定 し 、 「 長 」 は 稼 働 時 間 を 長 く し て
休 止 時 間 を 短 く 人 為 的 に 選 択 し 、 同 一 処 理 機 の 投 入 量 の 過 小 や 増 大 に 、 例 え ば 店 舗 の 祝 祭
日 の 顧 客 増 大 、 高 速 道 路 サ － ビ ス エ リ ア の ゴ － ル デ ン ウ イ － ク の 様 に 、 発 生 量 の 増 大 に も
十 分 に 処 理 能 力 を 対 応 さ せ る 様 に 、 電 気 制 御 盤 と セ レ ク ト ス イ ッ チ で コ ン ト ロ － ル さ せ た
機 種 で あ り こ の 上 な い 現 実 と の 融 和 を 考 慮 し た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 「 請 求 項 ８ 」 は 、 分 解 水 排 水 管 が 既 存 の 浄 化 槽 に 結 続 排 水 導 入 さ れ て 浄 化 さ せ る こ と が
困 難 な 場 合 、 例 え ば 現 状 で も 浄 化 不 能 な 能 力 の 既 存 浄 化 槽 の 様 な 場 合 に は 、 排 水 浄 化 タ ン
ク を 別 途 設 置 し て 接 続 し て 浄 化 す る も の で 、 本 発 明 の 処 理 能 力 に よ っ て 排 水 浄 化 タ ン ク の
容 積 形 状 も 変 化 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 「 請 求 項 ９ 」 は 、 処 理 槽 内 の 処 理 水 は 、 有 機 廃 棄 物 の 分 解 消 滅 に 溶 存 酸 素 を 使 用 し て 酸
素 不 足 に な っ て い る 事 か ら 、 新 鮮 な 酸 素 豊 富 な 清 水 の 供 給 を 要 す る も の で あ る が 、 水 道 水
を 使 用 す れ ば 水 道 料 金 と 共 に 下 水 道 料 金 も ほ ぼ 同 等 の 出 費 と な る こ と か ら 、 ラ ン ニ ン グ コ
ス ト 削 減 か ら も 、 既 存 の 井 戸 水 、 又 は 浄 化 槽 最 終 槽 の 清 浄 化 さ れ た 排 水 を 、 清 水 供 給 管 に
よ っ て 注 入 す る こ と で 、 有 効 な 処 理 も 出 来 る メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 「 請 求 項 １ ０ 」 は 、 本 発 明 の 設 置 場 所 か ら 遠 く 離 れ た 場 所 に 厨 房 或 は 発 生 場 所 が あ る 場
合 、 又 は ビ ル の テ ナ ン ト 店 舗 の 様 に 何 店 舗 も 別 れ て 発 生 す る 場 合 に 、 発 生 場 所 に デ ィ ス ポ
－ ザ － を 設 置 し て 、 加 水 破 砕 さ れ た 有 機 廃 棄 物 が そ の ま ま 、 移 送 ポ ン プ に よ っ て 破 砕 物 移
送 管 経 由 で 破 砕 水 と 共 に 本 発 明 に 投 入 さ れ る も の で 、 又 、 本 発 明 を 地 上 に 設 置 し て 、 ２ 階
以 上 の 階 層 で 有 機 廃 棄 物 が 発 生 す る 場 合 は デ ィ ス ポ － ザ － を 使 用 せ ず に そ の ま ま 原 形 で パ
イ プ 等 で 落 下 導 入 す る こ と も 行 っ て 効 果 を 得 た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 「 請 求 項 １ １ 」 は 、 円 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 本 体 に 付 設 さ れ て い る 排 水 槽 下 部 の メ
ク ラ 蓋 に 変 わ っ て 排 水 槽 循 環 管 が つ な が れ て 、 排 水 槽 内 の 微 細 残 渣 物 や 分 解 水 は 、 別 途 設
置 さ れ た 排 水 循 環 ポ ン プ に よ っ て 準 完 遂 移 送 管 経 由 で 処 理 槽 内 の 槽 内 吐 出 し 管 に よ り 、 処
理 槽 内 に 戻 さ れ る 事 に よ っ て 微 細 残 渣 の 再 分 解 消 滅 と 排 水 循 環 ポ ン プ の 吐 出 し 圧 力 に よ っ
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て 処 理 槽 内 の 流 動 攪 拌 に も 効 果 を 洗 わ し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 「 請 求 項 １ ２ 」 は 、 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 で 、 槽 内 処 理 水 の 溶 存 酸 素 の 消 費 が 進 行
す る 事 か ら 新 鮮 有 酸 素 清 水 の 供 給 を 一 定 時 間 毎 に 一 定 量 を 、 処 理 槽 内 に 注 入 供 給 す る が 、
新 鮮 な 水 と 新 鮮 な 空 気 の 混 合 を 供 給 す る 事 に よ っ て 十 分 な 酸 素 供 給 と 同 時 に 、 水 と 共 に 僅
か で も 加 圧 さ れ た 空 気 を 送 る こ と に よ っ て 、 処 理 槽 が 密 閉 機 構 で あ る 事 か ら 、 挿 入 空 気 は
分 解 水 の 排 出 経 路 の 処 理 排 水 濾 過 網 を 経 由 し て 分 解 水 排 水 管 で 流 出 す る た め に 、 処 理 排 水
濾 過 網 の 目 詰 ま り は 完 全 に 解 消 さ れ る 効 果 も あ り 一 挙 領 得 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 処 理 槽 （ １ ） の 形 状 は 縦 形 円 筒 形 そ れ も や や 円 錐 形 状 と 、 四 角 正 方 形 、 及 び 横 形 円 筒 形
の ３ 種 類 の 形 状 を 実 施 し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 又 同 時 に 、 多 角 筒 形 の 形 状 と し て の ４ 角 形 で は 、 機 械 的 攪 拌 翼 攪 拌 で は 回 転 水 流 が 処 理
槽 （ ２ ） 内 回 転 に よ り 槽 内 処 理 水 （ ３ ） が 内 面 角 部 に 水 流 衝 突 し て 攪 拌 時 に 水 流 騒 音 が 発
生 下 が 本 発 明 で は 槽 内 吐 出 し 管 （ ８ ） が 過 度 部 位 に 下 向 き 、 或 は 上 向 き の 装 着 で 水 流 角 部
水 流 衝 突 騒 音 は 皆 無 で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 の 処 理 槽 （ １ ） 内 に は 処 理 水 （ ８ ） が 充 填 さ れ て い る が 、 円 筒 形 又
は 多 角 筒 形 の 処 理 槽 （ １ ） の 内 部 に は 槽 内 吐 出 し 管 （ ８ ） 以 外 の 機 器 設 置 は 全 く 無 い が 、
槽 内 水 中 ポ ン プ 設 置 の 場 合 の 点 検 の 為 に 下 部 側 壁 に 点 検 交 換 等 の 目 的 で 点 検 口 （ １ ９ ） が
、 又 、 上 部 側 壁 に は 有 機 廃 棄 物 投 入 口 （ １ ８ ） を 装 着 し 、 周 知 の 事 実 と し て の 安 全 機 構 の
、 機 械 的 攪 拌 で 投 入 口 （ １ ８ ） 蓋 の 開 放 で 稼 働 停 止 、 閉 鎖 で 自 動 稼 働 を 、 本 発 明 で は 投 入
口 蓋 開 放 で も 接 触 稼 働 機 器 は 無 い が 、 そ れ で も 安 全 の 為 に 、 投 入 口 （ １ ８ ） 蓋 の 開 放 、 閉
鎖 で の 自 動 発 停 セ ン サ － を 装 着 し た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 水 位 付 近 の 槽 壁 （ １ ２ ） に は 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 水 位 よ り も ２ ０
０ ｍ ｍ 低 く 、 又 水 位 よ り も １ ０ ０ ｍ ｍ 高 く 、 巾 は 排 水 槽 （ ２ １ ） の 巾 以 内 の 面 積 の 処 理 排
水 濾 過 網 （ １ ３ ） を 装 着 し た が 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 水 位 よ り も ２ ０ ０ ｍ ｍ も 低 く し た 理
由 は 、 排 水 槽 （ ２ １ ） を 貫 通 す る 分 解 水 排 水 管 （ ２ ３ ） の 管 径 下 限 の 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の
排 水 水 位 で あ り 、 処 理 排 水 濾 過 網 （ １ ３ ） の 面 積 が 大 き い 程 、 排 水 槽 （ ２ １ ） 内 へ の 流 入
度 が 大 き く 安 全 で あ る 為 で あ る 。
又 槽 分 解 水 排 水 管 （ ２ ３ ） に 有 機 廃 棄 物 混 入 を 避 け る た め に 、 ２ ｍ ｍ 開 口 以 下 の の 処 理 排
水 濾 過 網 （ １ ３ ） を 装 着 し 、 米 粒 一 つ で も 流 出 し な い 安 全 性 を 持 っ た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 処 理 排 水 濾 過 網 （ １ ３ ） の 開 口 部 位 が ２ ． ０ ｍ ｍ の 網 目 、 １ ． ７ ｍ ｍ の 編 み 目 、 １ ． ５
ｍ ｍ の ３ 種 類 を 実 施 し た が 、 卵 殻 等 の 無 機 系 有 機 廃 棄 物 が 分 解 さ れ て 微 細 粉 に な っ て も 分
解 水 排 水 管 （ ２ ３ ） か ら の 放 水 に 混 入 し な い 方 が 良 い た め に 、 排 水 槽 （ ２ １ ） に 比 重 落 下
で 沈 殿 貯 留 さ せ て 一 定 期 間 毎 に 撤 去 す る 為 設 置 し た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 排 水 槽 （ ２ １ ） の 側 壁 に は 処 理 排 水 濾 過 網 （ １ ３ ） を 通 過 し て 、 無 機 系 の 微 細 粉 末 も 分
離 さ れ た 上 で の 排 水 が 放 出 さ れ る が こ の 放 水 の 為 に 分 解 水 排 出 管 （ ２ ３ ） の 口 径 は 、 安 全
度 を み て ８ ０ Ａ 口 径 管 を 装 着 し た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 処 理 排 水 濾 過 網 （ １ ３ ） の 処 理 槽 （ ２ ） 内 部 面 は 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 水 流 攪 拌 流 速 に
よ っ て 、 処 理 槽 内 に 一 定 量 の 比 重 が 軽 い 連 立 気 泡 の 軽 量 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材 （ ２ ９
） の 流 動 側 壁 摩 擦 に よ っ て 絶 え ず 摩 擦 洗 浄 し て い る が 、 外 側 に 当 た る 排 水 槽 （ １ ２ ） 側 は
そ の ま ま で は 洗 浄 機 能 が 無 く 、 汚 物 付 着 に よ っ て 目 つ ま り を 起 こ す こ と も あ り 、 こ の 解 消
の 為 に 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 （ １ ４ ） が 装 着 さ れ て 、 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） に よ っ て 噴 射
洗 浄 を す る も の で あ り 、 こ の 結 果 、 ４ 年 経 過 後 の 現 状 も 排 水 に 目 つ ま り 現 象 は 皆 無 で あ る
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。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 排 水 槽 （ １ ２ ） 下 部 に は 、 二 つ 割 り の 卵 殻 の 分 解 消 滅 過 程 で 、 徐 々 に 微 細 化 す る 中 で の
０ ． １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ２ ｍ ｍ 前 後 の 微 細 粒 子 が 処 理 排 水 濾 過 網 （ １ ３ ） を 通 過 し て 未 分 解 物
溜 り （ ２ ０ ） の 最 下 部 に 沈 殿 さ せ 、 定 期 的 に 撤 去 す る た め に 、 転 居 可 能 な 排 水 槽 メ ク ラ 蓋
（ １ ６ ） が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） の 上 部 の 槽 壁 （ １ ２ ） を 貫 通 し て 新 鮮 有 酸 素 清 水
（ ９ ） の 供 給 に よ っ て 槽 内 処 理 水 （ ３ ） に 水 中 溶 存 酸 素 供 給 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 有 機 廃 棄 物 分 解 消 滅 目 的 で 、 分 解 剤 貯 留 タ ン ク （ ２ ４ ） か ら 一 定 量 の 分 解 処 理 剤 を 円 筒
形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） 内 に 添 加 す る 分 解 処 理 剤 注 入 管 （ ２ ５ ） が 装 着 さ れ る が
、 添 加 量 の 制 御 が 簡 単 な 、 液 体 分 解 処 理 剤 を 使 用 し 、 定 期 的 一 定 量 の 添 加 方 法 に は 、 電 気
制 御 に よ る 自 動 車 ウ オ ッ シ ャ － ポ ン プ 、 小 型 精 密 ポ ン プ 、 及 び 点 滴 方 式 の ３ 種 類 を 実 施 し
た が 、 点 滴 方 式 は 流 量 設 定 に 時 間 が 掛 か っ た が 、 結 果 的 に は 全 て 良 好 で あ っ た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） の 底 部 側 壁 に は 、 処 理 槽 内 の 点 検 口 （ １ ９ ） が 装
着 さ れ て 、 種 々 物 質 の 排 出 防 止 で 下 部 排 水 濾 過 網 （ ２ ７ ） 装 着 さ れ た 排 水 口 が あ り 、 下 部
排 水 弁 （ ２ ６ ） を 経 由 し て 放 水 さ れ た 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 発 明 の 清 水 供 給 に 水 道 水 を 使 用 す る 場 合 は 、 水 道 法 第 三 条 、 及 び 第 １ ６ 条 に よ っ て 規
定 さ れ て い る 「 政 令 」 順 守 の 為 、 清 水 貯 留 タ ン ク （ １ ０ ） に 装 着 さ れ た 法 律 規 定 承 認 の ボ
－ ル タ ッ プ 弁 （ １ ７ ） に よ っ て 一 旦 清 水 を 貯 留 し 、 ２ 次 的 に 清 自 然 落 下 注 入 、 或 は 槽 外 加
圧 供 給 ポ ン プ （ ５ ） を 経 由 し て 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 （ １ ） 内 に 槽 内 吐 出 し 電 磁
弁 （ １ ５ ） を 経 由 し て 注 入 し 、 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 （ １ ４ ） も 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 電 磁 弁 を 経
由 し て 供 給 し た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 し か し 、 水 道 水 を 使 用 し な い で 井 戸 水 を ポ ン プ ア ッ プ 使 用 す る 場 合 、 或 は 浄 化 槽 の 最 終
槽 の 浄 化 さ れ た 排 水 を 使 用 す る 場 合 、 又 は 雨 水 貯 留 タ ン ク の 水 を ポ ン プ ア ッ プ し て 使 用 す
る 場 合 に は 、 規 定 承 認 の ボ － ル タ ッ プ 弁 （ １ ７ ） 使 用 の 規 定 は 無 い と 同 時 に 、 清 水 貯 留 タ
ン ク （ １ ０ ） 、 或 は 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） の 必 要 は 無 く 、 井 戸 水 供 給 ポ ン プ 等 か ら 直
接 電 磁 弁 を 経 由 し て も 供 給 し た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 攪 拌 及 び 休 止 時 間 、 処 理 槽 （ ２ ） 内 の 水 流 方 向 や 回 転 方 向 の 、 攪 拌
水 流 速 度 の 制 御 等 は 投 入 さ れ る 有 機 廃 棄 物 の 種 類 や 量 に よ っ て 決 定 さ れ 、 分 解 消 滅 に 即 し
た 域 を 電 気 制 御 盤 （ ３ ０ ） に よ っ て コ ン ト ロ － ル し た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 又 処 理 槽 （ ２ ） 内 へ の 清 水 供 給 量 、 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 （ １ ４ ） か ら の 噴 射 時 間 及 び 休 止
時 間 等 々 の 電 気 制 御 も 、 電 気 制 御 盤 （ ３ ０ ） に よ っ て 制 御 し た 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 中 で も 最 も 大 切 な 、 分 解 微 生 物 着 床 目 的 の 有 機 物 分 解 菌 類 の 着 床 材 で あ っ て 、 本 実 施 例
で は 、 処 理 槽 （ ２ ） 内 壁 に 装 着 し た 有 機 物 分 解 菌 着 床 板 材 （ ２ ８ ） の み を 装 着 し た 機 種 と
、 連 立 気 泡 の 軽 量 樹 脂 発 泡 成 形 分 解 菌 着 床 材 （ ２ ９ ） が 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 の 処 理 槽 （ １
） 内 に 装 填 さ れ た 機 種 が あ り 、 こ の 軽 量 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材 （ ２ ９ ） の 形 状 に は 最
も 苦 労 し た も の で あ り 、 樹 脂 主 成 分 は 環 境 対 応 樹 脂 で あ れ ば 良 く 、 種 々 実 施 し た 中 か ら 述
べ れ ば 、 経 年 使 用 耐 用 あ る 樹 脂 で 、 押 し 出 し 発 泡 成 型 で 、 押 し 出 し 形 状 は 円 筒 形 状 か ら 多
角 形 状 ま で 実 施 、 ペ レ ッ ト 式 に 一 定 長 さ で 切 断 、 連 立 気 泡 発 泡 成 型 品 で 行 い 非 常 に 有 効 な
結 果 を 得 た 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 連 立 気 泡 の 軽 量 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材 （ ２ ９ ） の 寸 法 は 、 一 例 と し て １ ０ ｍ ｍ 直 径
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で 長 さ １ ０ ｍ ｍ の 連 立 気 泡 製 で あ り 、 樹 脂 に 混 入 し た も の は 、 窒 素 は 十 分 に あ る 事 か ら 、
超 微 細 炭 素 粉 を 混 入 し て 成 型 し た こ と も 大 き な 特 徴 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 当 然 な が ら 、 有 機 廃 棄 物 投 入 口 （ １ ８ ） の 開 閉 に は 、 機 械 的 攪 拌 出 な い 事 か た 有 機 廃 棄
物 投 入 口 （ １ ８ ） の 開 閉 に よ る 危 険 性 は 先 ず 無 い が 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 攪 拌 流 動 波 動 し
ぶ き 等 の 飛 散 を 防 止 す る た め に セ ン サ － 制 御 に よ る 自 動 発 停 を 装 着 し た 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 槽 内 吐 出 し 管 の 方 向 性 、 装 着 位 置 、 槽 内 吐 出 し ポ ン プ の 吐 出 し 圧 力 等 は 、 処 理 槽 （ ２ ）
の 形 状 、 例 え ば 縦 形 円 筒 形 の 場 合 に は 円 周 方 向 の 水 流 と 上 下 の 対 流 方 式 で 、 横 形 円 筒 形 の
場 合 に は 主 と し て 対 流 方 式 で 、 四 角 形 状 の 場 合 に は コ － ナ － 毎 に 対 流 方 式 で 、 そ れ ぞ れ 「
図 面 　 　 」 「 図 面 　 　 」 「 図 面 　 　 」 の 様 に 槽 内 吐 出 し 管 （ ８ ） の 装 着 位 置 を 自 由 に 変 え
て 最 良 の 流 動 攪 拌 を 行 っ て 最 良 の 効 果 を 発 揮 し た が 、 有 機 廃 棄 物 の 種 類 、 量 等 々 に よ っ て
は 、 当 然 な が ら ポ ン プ の 攪 拌 吐 出 圧 力 、 或 は 吐 出 量 に も 関 係 す る が 、 い ず れ に し て も ポ ン
プ 剪 定 の コ ス ト 差 は 微 細 差 で 、 自 由 に コ ン ト ロ － ル ガ 可 能 で 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 発 明 の 攪 拌 度 合 い の コ ン ト ロ － ル は 、 常 時 稼 働 す る 必 要 が な い ポ ン プ の 稼 働 と 停 止 の
時 間 的 組 み 合 わ せ 時 間 制 御 、 及 び ポ ン プ 吐 出 し 管 （ ６ ） の 方 向 性 制 御 で 槽 内 吐 出 し 管 電 磁
弁 （ １ ５ ） と 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 電 磁 弁 （ １ ６ ） の 相 互 稼 働 時 間 制 御 、 そ の 他 で は 有 機 廃 棄
物 投 入 口 （ １ ８ ） 蓋 の 開 閉 制 御 、 一 つ は 分 解 処 理 材 の 処 理 槽 （ ２ ） 内 へ の 添 加 を ポ ン プ 等
で 行 う 場 合 の 時 間 的 稼 働 制 御 で あ る が 、 来 れ は 電 気 制 御 基 盤 装 填 の 電 気 制 御 盤 （ ３ ０ ） に
よ っ て コ ン ト ロ － ル し て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 「 請 求 項 ２ 」 は 、 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 の 処 理 槽 （ １ ） の 槽 壁 が 内 壁 と 外 壁 の 間 に 断 熱 材
を は さ ん だ 樹 脂 成 形 で 、 冬 期 の 温 度 低 下 防 止 、 灼 熱 の 極 暑 に も 一 定 温 度 で 処 理 可 能 な 断 熱
構 造 で あ り 、 冬 期 寒 冷 地 で の 使 用 の 場 合 に は 清 水 貯 留 タ ン ク （ １ ０ ） へ の 給 水 を 温 水 を 使
用 す る 事 に よ っ て 、 槽 壁 （ １ ２ ） の 断 熱 構 造 で 分 解 能 力 に 支 障 を 来 す も の で は 無 い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 「 請 求 項 ３ 」 は 、 分 解 材 貯 留 タ ン ク （ ２ ４ ） 内 に 充 填 し て 、 処 理 槽 （ ２ ） 内 に 定 期 的 に
一 定 量 の 添 加 を す る も の で あ る が 、 安 全 確 保 の 為 に 、 分 解 剤 自 体 の 開 発 に 、 種 々 の 食 品 発
酵 菌 を 、 又 有 機 物 分 解 酵 素 の 単 種 類 か ら 複 合 種 類 迄 種 々 行 っ て 効 果 を 得 た が 、 特 に 有 機 物
分 解 酵 素 の 種 類 は 、 繊 維 素 分 解 の 酸 性 又 は 中 性 の 分 解 酵 素 、 澱 粉 分 解 の 植 物 性 又 は 動 物 性
の 各 種 分 解 酵 素 、 蛋 白 質 の 各 種 分 解 酵 素 、 油 脂 分 解 の 各 種 酵 素 、 こ れ ら の 単 独 又 は 必 要 に
応 じ た 複 合 種 類 、 こ れ ら を 液 体 に そ れ ぞ れ が 干 渉 し 合 わ な い 様 に す る 苦 労 は あ っ た が 、 完
全 な 分 解 処 理 材 が 完 成 し た 事 に よ り 、 卵 の 殻 も 、 魚 の 骨 も 、 破 砕 機 能 が 無 く て も 、 人 体 に
何 等 危 険 を 及 ぼ す 事 も な く 、 安 全 に 、 又 排 水 後 安 全 性 も 確 認 さ れ て 、 の 消 滅 す る 事 実 が 判
明 し た 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 「 請 求 項 ４ 」 は 、 分 解 材 貯 留 タ ン ク （ １ ８ ） 内 の 分 解 処 理 剤 が 、 投 入 さ れ た 有 機 廃 棄 物
に 既 に 付 着 し て い る 各 種 菌 類 の な か で 、 有 機 物 分 解 に 有 効 な 既 付 着 菌 類 の 繁 殖 を 促 し て 有
機 廃 棄 物 の 分 解 消 滅 を 行 う も の で 、 そ の 為 の 彼 ら の 栄 養 素 の エ ッ セ ン ス を 液 体 化 し た も の
で 、 世 界 的 な 販 路 に 置 け る 分 解 菌 類 を 使 用 し な い 画 期 的 な 物 で 、 こ れ ま た 目 を 見 張 る 分 解
消 滅 機 能 を 発 揮 し た 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 「 請 求 項 ５ 」 は 、 「 請 求 項 １ 」 記 載 の 標 準 の 処 理 槽 （ ２ ） に は 、 比 重 が 軽 い 連 立 気 泡 の
軽 量 樹 脂 発 泡 成 形 分 解 菌 着 床 材 （ ２ ９ ） が 、 装 填 さ れ て い る が 、 有 機 廃 棄 物 （ ７ ） に も 槽
内 処 理 水 （ ３ ） 中 で 比 重 の 差 に よ っ て 浮 上 種 、 沈 殿 種 、 或 は 水 と 同 等 比 重 種 で 遊 泳 が あ り
、 沈 殿 す る 有 機 廃 棄 物 の 分 解 促 進 に は 比 重 が 重 く 処 理 槽 内 で 沈 殿 す る 比 重 が 重 い 連 立 気 泡
の 沈 殿 樹 脂 発 泡 成 形 分 解 菌 着 床 材 （ ３ １ ） 、 及 び 比 重 が 水 水 同 等 の 浮 遊 樹 脂 発 泡 成 型 分 解
菌 着 床 材 （ ３ ２ ） の 単 数 種 、 又 は 複 数 種 混 合 で 装 填 し て 各 種 の 実 施 を 行 っ た が 、 処 理 槽 内
の 底 部 位 沈 殿 の 有 機 廃 棄 物 は 沈 殿 種 が 相 当 な 働 き を 行 い 、 有 機 廃 棄 物 の 比 重 １ の 有 機 廃 棄
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物 に は こ れ ま た 遊 泳 樹 脂 発 泡 分 解 媒 体 剤 （ ３ ２ ） の 有 効 に 働 き 、 全 体 流 動 で 、 各 比 重 種 全
て 効 果 を 洗 わ し た 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 「 請 求 項 ６ 」 は 、 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） に よ っ て 清 水 貯 留 タ ン ク （ １ ０ ） か ら 新 鮮
有 酸 素 清 水 （ ９ ） を 処 理 槽 （ ２ ） 内 に 槽 内 吐 出 し 管 （ ８ ） 経 由 で 放 出 し て 攪 拌 も 兼 ね る が
、 新 鮮 有 酸 素 清 水 （ ９ ） の 使 用 量 も 無 制 限 で な い 為 に 、 攪 拌 補 助 の 為 に 槽 内 水 中 ポ ン プ （
４ ） を 処 理 槽 （ ２ ） 底 部 位 に 設 置 し 、 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） の 吐 出 し 管 （ ８ ） の 吐 出 し 方
向 を 種 々 変 化 さ せ て 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 流 動 攪 拌 に 大 き く 貢 献 し た 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 「 請 求 項 ７ 」 は 、 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ （ ５ ） 、 及 び 槽 内 水 中 ポ ン プ （ ４ ） の 稼 働 時 間 を
、 「 短 」 、 「 中 」 、 「 長 」 の ３ 種 類 に 分 割 さ せ て 、 「 短 」 は 短 時 間 の 回 転 で 攪 拌 休 止 時 間
を 長 く 、 「 中 」 は 攪 拌 時 間 と 停 止 時 間 を 標 準 時 間 に 設 定 し 、 「 長 」 は 攪 拌 時 間 を 長 く し て
休 止 時 間 を 短 く し 、 同 一 処 理 機 の 期 間 別 投 入 量 の 過 小 や 増 大 に も 対 応 さ せ る 様 に 、 電 気 制
御 盤 と セ レ ク ト ス イ ッ チ で コ ン ト ロ － ル さ せ た こ と に よ り 、 使 用 過 程 で の や む を 得 な い 投
入 量 の 増 大 、 縮 小 を も １ 機 種 で 対 応 す る 事 が 出 来 た 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 「 請 求 項 ８ 」 は 、 本 発 明 の 排 水 が 、 既 存 の 浄 化 槽 に も 導 入 出 来 ず 、 或 は 既 存 の 浄 化 槽 の
機 能 が 低 下 し て い る 様 な 場 合 、 直 接 排 水 基 準 を ク リ ア － し て 排 水 さ せ る た め に 、 別 途 設 置
の 排 水 浄 化 タ ン ク （ ２ ７ ） に 本 発 明 の 分 解 水 排 水 管 （ １ ３ ） を 接 続 し て 浄 化 排 水 す る も の
で 、 排 水 基 準 を 満 た す も の で あ り 、 そ の 効 果 も 十 分 に 検 証 し た 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 「 請 求 項 ９ 」 は 、 水 道 水 を そ の ま ま 清 水 供 給 し た 場 合 に は 、 そ の 料 金 と 共 に 下 水 道 料 金
迄 負 担 す る 現 状 か ら 、 既 存 の 井 戸 水 、 又 は 浄 化 槽 最 終 槽 の 清 浄 化 さ れ た 排 水 を 、 清 水 供 給
管 （ １ ７ ） に よ っ て 注 入 す る 物 で 、 十 分 な 分 解 能 力 の 維 持 が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 「 請 求 項 １ ０ 」 は 分 解 を 早 め る 為 に 設 置 し た デ ィ ス ポ － ザ － で な く 、 本 発 明 の 設 置 場 所
か ら 離 れ た 所 で の 有 機 廃 棄 物 が 発 生 、 又 は 厨 房 等 が 複 数 あ っ て そ の 集 合 排 出 物 を １ 基 の 本
発 明 で 処 理 す る 場 合 に 設 置 す る デ ィ ス ポ － ザ － で あ り 、 デ ィ ス ポ － ザ － （ ３ ４ ） で 加 水 破
砕 さ れ た 有 機 廃 棄 物 が 、 加 水 破 砕 有 機 物 移 送 ポ ン プ （ ３ ５ ） に よ っ て 破 砕 物 移 送 管 （ ３ ６
） 経 由 で 破 砕 水 と 共 に 投 入 さ れ る こ と に よ っ て 、 省 量 力 に も つ な が っ た 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 「 請 求 項 １ １ 」 は 、 排 水 槽 （ ２ １ ） 内 に 沈 殿 す る 微 細 未 分 解 物 （ ２ ０ ） を 処 理 槽 （ ２ ）
内 に 戻 し て 最 分 解 さ せ 、 同 時 に 処 理 槽 （ ２ ） 内 へ の 循 環 注 入 圧 力 で 、 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の
攪 拌 の 一 助 に も さ せ る 為 、 排 水 槽 メ ク ラ 蓋 （ ２ ２ ） を 撤 去 し 、 替 わ り に 循 環 管 （ ３ ７ ） を
装 着 、 循 環 ポ ン プ （ ３ ８ ） に よ っ て 循 環 水 移 送 管 （ ３ ９ ） 経 由 で 処 理 槽 （ ２ ） 内 の 槽 内 吐
出 し 管 （ ８ ） に つ な ぐ 事 で 、 未 分 解 物 の 放 出 の 防 除 と 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 攪 拌 の 一 助 の 効
果 も あ っ た 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 「 請 求 項 １ ２ 」 は 、 有 機 廃 棄 物 （ ７ ） の 分 解 消 滅 に 費 や し た 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 溶 存 酸
素 補 給 の 為 に 、 新 鮮 有 酸 素 清 水 （ ９ ） を 処 理 槽 内 に 供 給 す る が 、 そ の 新 鮮 溶 存 酸 素 清 水 （
９ ） が 、 水 動 水 、 工 業 用 水 、 井 戸 水 、 浄 化 槽 最 終 槽 浄 化 済 清 水 、 或 は 船 舶 搭 載 用 と 海 浜 設
置 使 用 の 海 水 、 こ れ ら の 水 は ど れ で も 使 用 可 能 で あ る が 、 処 理 槽 （ ２ ） 内 へ の 注 入 に あ た
り 、 空 気 と 共 に 混 合 し て 供 給 す る 事 も 行 い 、 空 気 圧 力 で 清 水 或 は 海 水 の 注 入 を す る 事 と 、
ポ ン プ 圧 力 で 注 水 す る 配 管 に 空 気 混 合 弁 を 漬 け て 注 入 す る 両 者 を 行 っ た が 、 微 弱 圧 で も 空
気 の 圧 力 が 、 処 理 槽 本 体 に 注 入 さ れ れ ば 、 処 理 槽 （ ２ ） が 密 閉 構 造 で あ り 、 空 気 は 処 理 排
水 濾 過 網 （ １ ３ ） か ら 分 解 水 排 水 管 （ ２ ３ ） を 経 由 し て 処 理 槽 （ ２ ） 外 に 出 る た め 、 処 理
排 水 濾 過 網 （ １ ３ ） が 目 詰 ま り は 一 切 無 い 事 も 判 明 し た 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 「 請 求 項 １ ３ 」 は 、 最 も 大 き な 効 果 を 洗 わ し た 実 施 例 で 、 実 施 例 で は 処 理 槽 （ ２ ） の 槽
内 処 理 水 （ ３ ） の 水 面 と 底 部 位 の 中 間 の 槽 壁 （ １ ２ ） に 開 口 部 を 開 け て ３ ０ ｍ ｍ 直 径 孔 の
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パ ン チ ン グ メ タ ル で 下 部 排 水 濾 過 網 （ ２ ７ ） を 設 置 し 、 下 部 排 水 弁 （ ２ ６ ） を 経 由 し て 循
環 ポ ン プ （ ３ ８ ） と 循 環 管 （ ３ ７ ） に よ っ て 、 大 口 径 の 異 物 移 送 可 能 な ポ ン プ （ 荏 原 製 作
所 製 ） で 槽 内 処 理 水 （ ３ ） の 循 環 注 入 高 圧 攪 拌 に よ る 処 理 能 力 の 向 上 が 認 め ら れ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 グ ロ － バ ル な 世 界 環 境 保 全 の 意 識 高 揚 の も と 、 わ が 国 の 食 品 リ サ イ ク ル 法 迄 後 ２ 年 少 々
、 家 庭 用 の 小 型 機 種 も 簡 単 に 設 置 、 業 務 様 で は 全 国 の フ ァ ミ リ － レ ス ト ラ ン 、 食 堂 、 コ ン
ビ ニ エ ン ス ス ト ア － 、 食 品 ス － パ － 、 ハ ム バ － ガ － シ ョ ッ プ 、 病 院 給 食 、 学 校 給 食 、 工 場
給 食 、 ア パ － ト ・ マ ン シ ョ ン に 至 る 各 施 設 に は 欠 か せ な い 有 機 廃 棄 物 の 処 理 に 貢 献 す る 為
、 如 何 な る 環 境 に も フ ィ ッ ト す る 機 構 、 部 品 点 数 を 極 限 迄 削 減 し 、 機 械 加 工 部 品 は 皆 無 に
等 し く 、 そ れ で い て 有 機 廃 棄 物 処 理 機 能 力 は 従 来 処 理 機 の ２ 倍 或 は ３ 倍 の 機 能 性 を 持 っ て
い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
処 理 機 価 格 は 如 何 に 廉 価 で 販 売 が 可 能 か の 極 限 の 開 発 、 如 何 に ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 低 廉 に
す る か の メ ン テ ナ ン ス フ リ － 、 し か も 有 機 廃 棄 物 ５ ０ ｋ ｇ ／ 日 の 消 滅 で 直 径 １ ｍ 以 下 の 処
理 槽 の 省 ス ペ － ス 、 そ れ で い て 従 来 の 機 能 を 遥 か に 上 回 る 能 力 、 こ の た め に は 高 価 な 機 械
加 工 部 品 数 を ゼ ロ に 等 し く し て 量 産 可 能 機 構 と し 、 組 み 立 て も 特 殊 技 能 を 必 要 と せ ず 、 人
件 費 も 削 減 可 能 と し 、 環 境 社 会 に 普 及 貢 献 可 能 な 生 ご み 等 の 有 機 廃 棄 物 の 水 中 分 解 消 滅 機
の 完 成 を み た 。
【 ０ １ ０ ５ 】
発 酵 処 理 が 従 来 か ら 最 も 多 く 生 産 さ れ て い る が 、 今 後 の 問 題 で 下 水 発 達 の 観 点 か ら 、 本 発
明 の 使 用 法 に 切 り 替 え れ ば 、 処 理 機 自 体 の 格 安 購 入 、 メ ン テ ナ ン ス フ リ － 、 無 臭 分 解 消 滅
、 本 発 明 は 、 こ の 社 会 的 環 境 の 　 全 面 に フ ィ ッ ト す る 処 理 機 と し て 、 世 界 唯 一 の 物 で あ る
【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ の 利 点 を 列 挙 す れ ば 、 従 来 の 様 な 機 械 加 工 に よ る 高 価 な 攪 拌 軸 、 攪 拌 翼 、 同 様 に 高 ト
ル ク 対 応 の 頑 丈 な 攪 拌 翼 と 高 ｋ ｗ の 駆 動 機 に か わ っ て 、 本 発 明 は ト ル ク 変 化 が 殆 ど 無 い 水
中 分 解 消 滅 機 は ポ ン プ 吐 出 し 圧 力 に よ る 水 流 攪 拌 で 、 攪 拌 効 率 は 機 械 的 攪 拌 よ り も あ る か
に 効 果 が あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 有 機 廃 棄 物 が 原 形 投 入 で あ っ て も 、 加 水 デ ィ ス ポ － ザ － 破 砕 で の 破 砕 水 と 共 に 投 入 で も
、 同 一 処 理 機 で 対 応 が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 処 理 槽 の 素 材 は 、 Ｓ Ｕ Ｓ － ３ ０ ４ ， Ｓ Ｕ Ｓ － ３ １ ６ で も 良 い が 、 Ｓ Ｕ Ｓ の 欠 点 で あ る キ
ャ ビ － シ ョ ン 腐 食 に よ る ピ ン ポ イ ン ト 穴 あ き が 問 題 で あ る こ と か ら 、 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 「
Ｆ Ｒ Ｐ 」 を 含 め て 、 如 何 な る 樹 脂 板 で も 十 分 に 強 度 を 保 ち 、 Ｓ Ｕ Ｓ 製 よ り も 耐 用 年 数 が 長
く 使 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 従 来 の 捻 じ れ 対 応 の 強 度 を 要 す る 攪 拌 軸 の 必 要 が 無 く 、 ポ ン プ で 十 分 な 攪 拌 効 果 が 得 ら
れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 駆 動 機 か ら の 直 結 駆 動 の た め に 、 従 来 の 攪 拌 伝 達 方 式 の チ ェ － ン ・ ス プ ロ ケ ッ ト の 必 要
が な く 、 チ ェ － ン 伸 び 交 換 、 ス プ ロ ケ ッ ト 摩 耗 交 換 の 欠 点 が な く 、 機 械 的 メ ン テ ナ ン ス ・
ラ ン ニ ン グ コ ス ト は 皆 無 に な り 、 強 い て 言 え ば 、 年 単 位 の ポ ン プ の メ カ ニ カ ル 軸 シ － ル の
交 換 の み で あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 部 品 点 数 の 極 限 的 削 減 で 、 原 価 構 成 も 低 く 、 そ の 上 、 あ る 段 階 魔 機 種 ま で は 同 一 部 品 で
あ る た め 、 発 注 数 量 も 予 定 発 注 が 可 能 と な り 、 生 産 コ ス ト 削 減 に 大 き な メ リ ッ ト を 生 ん だ
。
【 ０ １ １ ２ 】
　 同 一 型 式 で 少 々 の 処 理 能 力 増 大 処 理 も 可 能 で あ る た め 、 又 小 型 化 も 可 能 に な り 生 産 コ ス
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ト の 大 幅 削 減 が 可 能 と な っ た 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 な に よ り も 、 密 閉 処 理 機 で 無 臭 連 続 使 用 で 消 臭 装 置 の 必 要 が な く 、 そ の 上 、 只 投 入 す る
だ け で 、 分 解 水 に 変 化 す る た め に 、 半 永 久 的 に メ ン テ ナ ン ス フ リ － で あ る が 、 せ め て 、 ２
年 に １ 回 位 は 、 異 物 撤 去 で の メ ン テ ナ ン ス を 行 え ば 良 い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 部 品 点 数 が ５ 本 の 指 で 数 え ら れ る 程 、 極 端 に 少 な く 、 電 気 機 器 も 水 中 攪 拌 の 為 に ト ル ク
が 微 小 で 故 障 率 も 皆 無 に 近 胃 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 同 時 に 機 械 的 知 識 不 要 の 全 自 動 で あ り 、 投 入 口 蓋 を 開 け て 有 機 廃 棄 物 を 投 入 し た 後 投 入
口 蓋 を 閉 め る だ け で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ６ 】
【 図 １ 】 　 水 道 法 に 基 づ く 清 水 供 給 シ ス テ ム を 考 慮 し た 、 槽 内 吐 出 し 管 が 、 縦 形 円 筒 形 状
の 処 理 槽 中 央 底 部 位 に 向 か っ て 装 着 さ れ た 縦 形 円 筒 形 の 処 理 槽 の 、 斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 　 水 道 法 に 基 づ く 清 水 供 給 シ ス テ ム を 考 慮 し た 、 槽 内 吐 出 し 管 が 、 縦 形 円 筒 形 状
の 処 理 槽 中 央 底 部 位 に 向 か っ て 装 着 さ れ 、 同 時 に 処 理 槽 円 周 方 向 に も 吐 出 し 口 を 設 け た 処
理 槽 の 、 斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 　 水 道 法 に 基 づ く 清 水 供 給 シ ス テ ム を 考 慮 し た 、 槽 内 吐 出 し 管 が 、 横 置 き の 円 筒
形 状 の 処 理 槽 内 底 部 位 に 向 か っ て 装 着 さ れ た 処 理 槽 の 、 斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 　 水 道 法 に 基 づ く 清 水 供 給 シ ス テ ム を 考 慮 し た 、 槽 内 吐 出 し 管 が 、 四 角 形 状 の 処
理 槽 内 角 に 底 部 位 に 向 か っ て 装 着 さ れ た 処 理 槽 の 、 斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 　 処 理 槽 （ ２ ） の 槽 壁 （ １ ２ ） が 断 熱 構 造 の 、 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 　 処 理 槽 内 に 、 比 重 が 重 い 沈 殿 樹 脂 発 泡 分 解 菌 着 床 材 が 装 填 さ れ た 処 理 槽 の 、 斜
視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 　 槽 内 水 中 ポ ン プ 、 及 び 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ の 両 者 が 装 着 さ れ た 処 理 槽 の 、 斜 視
図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 　 分 解 排 水 管 が 、 別 途 設 置 の 排 水 浄 化 タ ン ク に 接 続 さ れ た 後 、 放 水 さ れ る 処 理 槽
の 、 斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 　 井 戸 清 水 を ポ ン プ で 供 給 使 用 し た 、 処 理 槽 の 、 斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 　 遠 隔 地 の 複 数 の デ ィ ス ポ － ザ － で 加 水 破 砕 さ れ た 有 機 廃 棄 物 を 加 水 破 砕 有 機
物 移 送 ポ ン プ で 破 砕 物 移 送 管 に よ っ て 処 理 槽 内 に 自 動 移 送 さ れ る 処 理 槽 本 体 と 周 辺 の 、 斜
視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 　 排 水 槽 内 部 に 貯 留 さ れ た 微 細 未 分 解 物 を 循 環 水 移 送 管 に よ っ て 処 理 槽 内 に 循
環 注 入 し た 、 処 理 槽 の 、 斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 　 処 理 槽 内 に 新 鮮 有 酸 素 清 水 を 注 入 す る に あ た り 、 酸 素 豊 富 な 圧 縮 空 気 と 共 に
注 水 す る 処 理 槽 の 、 斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 　 処 理 槽 の 側 壁 に 開 口 部 を 設 け 、 開 口 部 位 が ３ ０ ｍ ｍ の 大 き な 穴 の 下 部 排 水 濾
過 網 を 処 理 槽 内 壁 に 装 着 し 、 循 環 ポ ン プ に よ っ て 槽 内 処 理 水 の 循 環 攪 拌 を 行 う 処 理 槽 の 、
斜 視 図 、 一 部 透 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ７ 】
１ 　 　 円 筒 形 又 は 多 角 筒 形 等 の 処 理 槽 本 体
２ 　 　 処 理 槽
３ 　 　 槽 内 処 理 水
４ 　 　 槽 内 水 中 ポ ン プ
５ 　 　 槽 外 加 圧 給 水 ポ ン プ
６ 　 　 ポ ン プ 吐 出 し 管
７ 　 　 有 機 廃 棄 物
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８ 　 　 槽 内 吐 出 し 管
９ 　 　 新 鮮 有 酸 素 水
１ ０ 　 清 水 貯 留 タ ン ク
１ １ 　 ポ ン プ 吸 入 口
１ ２ 　 槽 壁
１ ３ 　 処 理 排 水 濾 過 網
１ ４ 　 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管
１ ５ 　 槽 内 吐 出 し 管 電 磁 弁
１ ６ 　 濾 過 網 洗 浄 噴 射 管 電 磁 弁
１ ７ 　 ボ － ル タ ッ プ 弁
１ ８ 　 有 機 廃 棄 物 投 入 口
１ ９ 　 点 検 口
２ ０ 　 微 細 未 分 解 物
２ １ 　 排 水 槽
２ ２ 　 排 水 槽 メ ク ラ 蓋
２ ３ 　 分 解 排 水 管
２ ４ 　 分 解 処 理 剤 貯 留 タ ン ク
２ ５ 　 分 解 処 理 剤 注 入 管
２ ６ 　 下 部 排 水 弁
２ ７ 　 下 部 排 水 濾 過 網
２ ８ 　 有 機 物 分 解 菌 着 床 板 材
２ ９ 　 軽 量 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材
３ ０ 　 電 気 制 御 盤
３ １ 　 沈 殿 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材
３ ２ 　 遊 泳 樹 脂 発 泡 成 型 分 解 菌 着 床 材
３ ３ 　 排 水 浄 化 タ ン ク
３ ４ 　 デ ィ ス ポ － ザ －
３ ５ 　 加 水 破 砕 有 機 物 移 送 ポ ン プ
３ ６ 　 破 砕 物 移 送 管
３ ７ 　 循 環 管
３ ８ 　 循 環 ポ ン プ
３ ９ 　 循 環 水 移 送 管
４ ０ 　 空 気 圧 縮 機
４ １ 　 圧 縮 空 気 供 給 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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